第105回 日立工業専修学校 卒業の皆さんへ
　　　　　　　　　　　科学技術学園高等学校　校長の言葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　吉田　修

この良き日に卒業生の皆さんに一言、お祝いの言葉を述べさせていただきます。
ただ今、卒業証書を手にした、卒業生の皆さんに、心からお祝いを申し上げます。
今、一人ひとりの胸の中に、どのような思いがあるのかは、わかりませんが、人生の大きな節目の一つである、この時の思いを大切にしてほしいと思います。
また、それぞれのお子さんを、これまで育ててこられた保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。さて、人生の大きな節目の一つであるこの機会に、卒業生の皆さんに二つのことをお話ししたいと思います。
　その一つは「自立」ということについてです。
　卒業生の皆さんは、それぞれに、これからの人生への願いを込めて、たくさんの分かれ道の中から、一つの道を選択しました。これからは、それぞれの個性に応じて別々の道を歩いていくことになります。これまで親しんできた、友人や先生方と別れることは淋しく辛いことではありますが、別れることなしに、新しい世界は開けてきません。
　これから先、皆さんは、たくさんの分かれ道に出会うと思います。また、多くの峠を越えていくことにもなると思います。人生は、いわば分かれ道と峠の連続であると言っても過言ではありません。時には、どちらの道を選んだらよいのか、わからなくなって、迷いに迷うことがあると思います。そんな時は急いだり　焦ったりしてはいけません。時間をかけて考え、周囲の人の意見をよく聞き、そして最後は自分で決断していくことです。しかし、時には選択を誤ることもあるでしょうし、辛い後悔を噛みしめることもあると思います。けれども、その辛い思いの中から、新しい道が開けてきます。分かれ道で、選択を誤るなとは言いませんが、自分で決めることこそ重要だと思います。それが「自立」することです。失敗を重ねながら、多くの悔いを噛みしめながら、しかし、確かな自分自身の人生を築いていってください。三十年後、皆さんはどんな人生を歩んでいることでしょうか。
　二つ目は「共生」ということについてお話します。
「共生」とは「共に助け合って生きていく」という意味ですが、これからの時代を生きていくうえで、この言葉はきわめて重要なキーワードになると思われます。
　このことは、やさしく言えば、「自分一人だけがよければよい」という考え方ではなく、「自分も、よりよく生きたいけれど、それとまったく同じように、他の人も、よりよく生きたいと願っている」ということであり、だから「共に、よりよく生きていけるようにしたい」ということです。言葉で説明してしまえば、これだけのことですが、実際の問題としてはこれがなかなか難しいのです。
「共生」を実現する第一歩は、まず、自分自身を含めて、一人ひとりの人が、かけがえのない大切な存在なのだということをしっかり認識することです。
　最近読んだ本の中に、まど・みちおさんの「ぼくが　ここに」という詩がありました。その詩を紹介します。
「ぼくが　ここにいるとき　ほかのどんなものも　ぼくにかさなって　ここに　いることはできない　もしも　ゾウがここにいるならば　そのゾウだけ　マメがいるならば　その一つぶのマメだけしか　ここにいることはできない　ああ　このちきゅうのうえでは　こんなにだいじに　まもられているのだ　どんなものが　どんなところに　いるときにも　その『いること』こそが　なににもまして　すばらしいこととして」
この詩は、一人ひとりが、かけがえのない存在として、いまここにいるのだということを訴えた詩です。ここにいる皆さん一人ひとりが、この地球上でただ一人のかけがえのない存在であり、今ここにいること、そのことが、素晴らしいことなのだという考え方を、しっかり身につけてほしいと思います。
　さきほど、この言葉がこれからの時代の重要なキーワードになると言いましたが、すでに始まっている高齢化社会、国際化社会において、自分と同じように相手を尊重し、共に生きていこうとする姿勢がきわめて大切だと思います。「共生」の二文字を今皆さんの心の中にしっかり刻み込んでください。
　最後に、皆さんのご健康と幸多からんことを祈って、校長の言葉といたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
